
 「
こ
ど
も
と
病
気

   

−

そ
の
原
因・治
療・予
防

−

」

　

日
本
と
世
界
の
病
め
る
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
、
国
際
的
に
も
活
躍
し

て
い
る
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
の
原は

ら

寿と
し

郎ろ
う

院
長
が
、
小
児
医
療
の
最
新
知
見
を

含
め
、
生
活
環
境
や
食
生
活
の
重
要
性
、

感
染
症
予
防
に
つ
い
て
特
別
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
原
院
長
は
「
感
染
症
と

血
液
型
に
は
、
科
学
的
に
関
係
が
証
明

さ
れ
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
で
誕
生
し
た

人
類
の
起
源
と
な
る
人
種
が
各
地
域
に

移
動
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
発

生
し
た
感
染
症
に
よ
っ
て
抵
抗
性
の
あ

る
遺
伝
子
を
持
つ
人
の
み
が
生
き
残
っ

た
結
果
、
地
域
ご
と
に
特
徴
が
で
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
血
液
型
や
人
種
が
生
ま
れ

て
き
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
親
子
間
の
遺
伝
と
い
う
身
近

な
問
題
に
も
触
れ
「
親
の
生
活
環
境
や

食
生
活
と
い
っ
た
環
境
因
子
が
エ
ピ
ジ

ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
配
列
変
化

に
よ
ら
な
い
で
子
孫
の
特
性
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
）
を
も
た
ら
す
可
能
性
が

あ
る
」
と
解
説
。
子
ど
も
の
生
活
環
境
、

教
育
環
境
、
食
生
活
だ
け
で
は
な
く
、

親
の
生
活
環
境
や
食
生
活
も
従
来
考
え

ら
れ
て
い
た
以
上
に
重
要
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
ま
し
た
。

　

原
院
長
は
「
予
防
接
種
は
、
現
代
医

学
の
恩
恵
で
あ
り
現
代
人
の
マ
ナ
ー
で

す
。
感
染
症
予
防
に
向
け
て
、
市
立
病

院
で
は
予
防
冊
子
を
つ
く
り
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
よ
り
一
層
す
す

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
感
染
症
予
防

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

 「
市
立
病
院
再
生
の

            

経
営
学
的
妥
当
性
」

　

こ
の
市
民
公
開
講
座
で
は
、
齋さ

い
と
う藤

貴た
か

生お

田
川
市
病
院
事
業
管
理
者
は
「
医
療

改
革
と
田
川
の
医
療
」
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
講
演
内

容
の
中
か
ら
、
田
川
市
立
病
院
の
再
生

成
就
に
向
け
た
一
連
の
取
り
組
み
が
、

経
営
学
的
に
適
正
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
を
述
べ
ま
す
。

　

企
業
再
生
に
つ
い
て
の
経
営
学
的

な
立
場
か
ら
の
学
術
書
は
少
数
で
す

が
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
てD

onald 
B

. B
ibeault

の
名
著
、C

orporate 
T

urnaround

の
論
拠
に
基
づ
き
、
当

院
の
再
生
に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
再
生
の
定
義
は
、
収
支
が
下

▲原寿郎院長

▲齋藤貴生田川市病院事業管理者

 ◆問い合わせ　田川市立病院　（☎44−2100）

11月10日、田川青少年文化ホールで、
今回で７回目を迎えた市民公開講座が開催され、 214人が参加しました。

市民公開講座

田川の医療を守ろう
小児科から見た

子どもの弱視予防について
小児科　尾

お の え

上 泰
や す ひ ろ

弘医長

　子どもの視力
は、生後３か月
で0.02、６か月
で0.04、１歳で
0.2、３歳で0.7、
５歳で1.0程度
です。視力の発
達は 8 歳まで

で終了しますが、何らかの屈折異
常（近視よりも遠視・乱視）などの
障害が発生すると、視力が発達せず、
8歳を過ぎると治療を開始したとし
ても「回復が難しい弱視」という状
態になります。ある統計では保育園
などに通う年齢の子どもの約20人
に１人程度は屈折異常があることが
わかっています。また、弱視予防に
は 3歳児健診での視力検査が大切
です。家庭で行う絵カード検査も有
効ですが難しく、発見が遅れる場合
もありますので、視力で心配なこと
がありましたら気軽に眼科や小児科
で相談してください。当院小児科で
は、一眼レフカメラ型の機械で約２
ｍ離れて撮影し、約３秒で正確に視
力や目の異常を診断できる最新の機
械を使った検査が可能です。

今回の市民公開講座では、当院小児科の医師3人がリレー講演を行いました。

田川市立病院小児科の現況
小児科　菅

す が

 　尚
な お ひ ろ

浩部長

　年間外来患者
数 は、 平成21
年度以降、時間
内は概ね４千人
であったものが、
平成27年 度 に
は６千人弱に増
加し、時間外

は従来600～700人であったもの
が、夕方診療の時間を延長した平成
25年度以降には約１千500人に増
加しました。年間入院患者数は平成
22年度の360人から年々増え、平
成27年度には470人になりました。
疾患の内訳は感染症が60～70%と
大半を占めました。また、平成25
年度には「予防接種で感染症からこ
どもたちを守ろう」という冊子を地
域の小児科医と協力して作成し、各
外来や乳幼児健診の会場などで配布
したところ、同年度の本市の麻

ま し ん

疹
風
ふう し ん

疹ワクチン接種率が97.2%とな
り、麻疹制圧レベルの95%を初め
て突破しました。以後も毎年改訂
し、接種率は平成26年度が98.7%、
平成27年度が98.8%と３期連続で
95%以上を維持しています。

当院で出生した新生児の現状
小児科　倉

く ら た

田 浩
ひ ろ あ き

昭医長

　田川地区の妊
婦は、県や国と
比較して、20歳
未満の人や出産
が２人目以降の
人が多いことが
特徴です。当院
では、医学的な

理由により、妊娠34週以上かつ体
重２千 g以上の新生児を中心に対
応しており、出生人数は年間約350
人で、田川地区の３分の１を占めま
す。また、平成26年４月から平成28
年９月までの２年６か月間に出生し
た新生児のうち、新生児仮死が３
%、早産児が６%、低出生体重児は
10%という状況でした。さらに、年
間４人程度（全出生数の1.2%）は、呼
吸や心臓、消化管の病気のためにN
ICU（新生児集中治療室）のある病院
に救急搬送しました。それ以外にも
19%は出生体重や黄

おうだ ん

疸などにより
入院が必要でした。出生から 1か
月児健診までの間に、検査・治療を
行う必要が生じる場合がありますの
で、小児科医がいる医療機関で出産
することをおすすめします。

降
し
て
赤
字
と
な
り
、
さ
ら
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
が
マ
イ
ナ
ス
、
即
ち
破
た
ん
状
態

と
な
っ
た
時
点
で
何
ら
か
の
措
置
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が
プ
ラ

ス
と
な
り
、
さ
ら
に
収
支
が
上
昇
し
て

黒
字
と
な
っ
た
場
合
と
し
ま
し
た
。

　

図
１
は
、
当
院
に
お
け
る
経
常
収
支

の
下
降
と
不
良
債
務
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
が

マ
イ
ナ
ス
の
状
態
）
の
発
生
（
破
た

ん
状
況
）、
つ
い
で
不
良
債
務
の
解
消
、

経
常
収
支
の
黒
字
化
ま
で
の
推
移
を
示

し
ま
す
。
下
降
と
破
た
ん
が
２
度
起
こ

り
、
下
降
・
破
た
ん
の
期
間
が
長
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
表
１
は
、
経
営
破
た

ん
の
要
因
を
示
し
ま
す
が
、
病
院
新
築

に
お
い
て
過
大
拡
張
や
執
行
管
理
の
不

足
（
内
部
要
因
）
が
、
医
療
制
度
構
造

改
革
と
新
臨
床
研
修
制
度
に
お
い
て
行

政
の
制
約
（
外
部
要
因
）、
市
場
変
化

へ
の
対
応
の
失
敗
と
執
行
管
理
の
不
足

（
内
部
要
因
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

図
２
と
表
２
は
、
再
生
期
の
ス
テ
ー

ジ
と
期
間
を
示
し
ま
す
。
経
営
交
代
準

備
期
間
に
続
い
て
、
経
営
交
代
期
、
評

価
期
、
緊
急
期
、
安
定
化
期
、
正
常
成

長
回
復
期
の
５
期
が
そ
れ
ぞ
れ
認
め
ら

れ
ま
し
た
。
第
４
期
の
安
定
化
期
が
３

年
間
と
長
か
っ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
医
師
の
急
激
な
流
出
と
確
保

の
困
難
性
が
関
与
し
て
い
ま
す
。
当
院

の
再
生
で
は
、
再
生
を
実
現
す
る
た
め

に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
セ
ス
再
生
と

行
政
関
連
再
生
の
二
つ
の
再
生
型
が
必

要
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
表
３
に
示

す
と
お
り
で
す
。

　

以
上
、
田
川
市
立
病
院
の
再
生
に
は
、

B
ibeault

の
企
業
再
生
理
論
が
当
て

は
ま
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
当
院
に
お
け
る
再
生
へ
の
取

り
組
み
が
適
正
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

経営の下降・破たんと再生図１

再生期のステージ（５期）図２

経営破たんの要因表１

二つの再生型表３

再生期のステージと期間表２
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